
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

0.28 0.77 0.24平均値 43.33 44.05 51.87 52.33 52.35平均値 55.39 55.25 57.11 57.57 57.63

当該値 0.11 0.87

平均値 0.52 1.30

H28

0.32 0.32 0.00当該値 55.56 54.91 54.59 53.95 53.95

全体総括

　工業用水道事業は財政的に安定していますが、
ユーザー企業の動向により、その状況は大きく変わ
るため、注意が必要です。
　近年ではユーザー企業の廃止が続いている状況で
すので、財政的に安定している間に必要な整備や取
り組みを進め、工業用水道事業を将来においても持
続させていくことが必要となってきます。
　本市では水道事業と同様に40年先の将来を見据え
た事業運営の指針である新たなビジョン、「あます
いビジョン2029」（2020～2029年）を策定しまし
た。
　今後は当該ビジョンを事業運営の指針として、施
設や配水システムの再構築に取り組んでいきます。

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02

当該値 57.67 57.78 58.83 60.24 61.96

H29 H30 R01 R02

2. 老朽化の状況

平均値 62.70 62.59 61.76 62.75 61.99平均値 40.69 40.67 40.89 41.59 40.29平均値 26.03 25.98 26.84 26.08 26.92平均値 105.24 105.71 105.06 106.98 103.06

当該値当該値 28.92 26.60 25.95 25.71 22.95 78.01 77.54 77.51 77.51当該値 35.33 35.90 37.23 36.15 33.99

H28H29 H30 R01 R02 H28

78.52

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率や②管路経年化率は類
似団体と比して比較的高い水準となっています。こ
れは高度経済成長期に整備した施設が法定耐用年数
を迎えているととと、実際の耐用年数を見極めたう
えで更新していることも要因となっています。
　③管路更新率については各年度で更新率にばらつ
きがありますが、②管路経年化率は減少しているこ
とから適切に更新を行えているといえます。令和2
年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、次年
度に工事を繰越したため、0％となっています。

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02

当該値 86.71 94.33 88.66 89.26 99.13

H29 H30 R01 R02

平均値 216.41 208.47 193.85 204.31 214.20平均値 551.43 687.99 655.75 578.19 638.35平均値 52.25 53.30 50.25 51.91 53.86平均値 116.37 117.28 116.96 117.47 115.38

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00125.22

H29 H30

0.37 0.00 0.00 0.00 0.00当該値 1,895.70 3,451.93 2,193.32 3,299.21 2,788.35
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率は、類似団体と同程度か若干高い
値が続いており、各年度100％を超え、単年度収支
も黒字を維持しています。また、②累積欠損金比率
は各年度0％であり、累積欠損金が発生していない
こと、③流動比率は類似団体と比較して良好な状況
であり、十分な支払能力を有していることから、財
政的には安定した状況を維持できていることが読み
取れます。
　④企業債残高対給水収益比率は0であり類似団体
と比して良好な状況です。
　⑦施設利用率は類似団体と比較して低い水準であ
り、ユーザー企業の廃止などの要因で施設能力との
乖離が広がってきています。
　⑧契約率は類似団体と比較すると高い値となって
いますが、今後需要が増える見込みは低いため、施
設能力の見直しなどが必要になってきます。H28 H29 H30 R01 R02

当該値 116.43 123.73 116.86 115.96

- 91.6 52 131,763 自治体職員 【】

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m3/日) 管理者の情報 －

法適用 工業用水道事業 170,000 中規模 1 57,788

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m3/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m3)

経営比較分析表／団体全体（令和2年度決算）
兵庫県　尼崎市

【事業概要】
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①有形固定資産減価償却率(％)
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③流動比率(％)
【436.32】
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⑥給水原価(円)
【18.87】
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⑦施設利用率(％)
【53.39】
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⑧契約率(％)
【76.89】
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①経常収支比率(％)
【118.49】
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